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論文の内容および審査の要旨

　顎口腔領域の外科的手術においてはしば しば筋

組織が対象 となるが,そ の際神経線維へ侵襲が加

わ り,筋 機能障害 をもたらすこともまれではない。

とくに表情筋や軟 口蓋諸筋の場合,筋 束が小 さく

ても審美的,嚥 下機能,発 音などに重大な結果 を

もた らす ことがある。本研究は外科的侵襲が筋神

経支配におよぼす影響を検討するために,ラ ッ ト

顎二腹筋前腹 を周囲組織 より剥離 し,そ の後の筋

線維および神経支配の変化を酵素組織化学および

トレーサーを用いた神経追跡実験により検索 した。

　実 験動 物 に8-10週 齢Wistar系 ラ ッ トを用

い,顎 二腹筋前腹を剥離後復位 したものを筋剥離

群,顎 舌骨筋神経 を切断 した もの を神経切断群

とした。術後3,7,14,21,28,56,84日 に筋

組織 を採取 し,凍 結 切片上でアセチルコ リンエ

ステラーゼ(AChE)活 性 およびアデノシン トリホ

スファターゼ(ATPase)活 性 を検出 した。神経追

跡実験 にはhorseradish　peroxidase-wheat　 germ

agglutinin(WGA-HRP)筋 組織 に注入 し,三 叉神

経脊髄路核に出現 した標識細胞数を計測 した。

　AChE活 性 は神経筋接合部の機能発現 を表す。

神経切断群では術後7日 以降実験期間を通 じ筋組

織でのAChE活 生は認められなかった。筋剥離群

では,術 後7日 にAChE活 性が消失 したが,28日

に再度出現 し,以 後微増傾向にあった。 このこと

から神経筋接合部の機能再開が明らか となった。

ATPase活 性は染色条件の組み合わせによる筋線

維のタイプ分類に用いた。神経切断群では術後7

日に未分化もしくは変性過程にある筋線維 を表す

タイプ2C線 維が出現 し,以 後実験期間を通 じ観

察 された。筋剥離群でも同様術後7日 にタイプ2

C線 維が出現 し以後実験期間を通 じて観察 された

が,そ の出現率は神経切断群に比べ低 かったこと

から筋線維損傷の程度が低いことが推測 された。

また,出 現率の時間的変化から再生途上にある筋

線維の混在が示唆 された。神経追跡実験において,

神経切断群では実験期間を通 じ標識神経細胞は全

く認 められなか ったが,筋 剥離群では術後21日

に出現 し,時 間 とともに増加 し,支 配神経の連続

性回復が明らかであった。以上の結果から,筋 剥

離の場合,神 経支配の回復が起 こりうることが示

されたが,ACh　 E活 性,標 識神経細胞数 は無処

置対照群に比べそれぞれ52%お よび46%に とど

まっており,末 梢機能への影響が長期間続 くこと

が示唆された。

　 以上の論文内容について1月9日 一次審査が行

われた。まず指導教授より本研究に至った経緯,

背景の説明,研 究内容の要約が行われた後,論 文

内容の審査 と平行 して,申 請者に対 し研究に関す

る口頭試問が行われた。質問内容の主な点は,1)

所属専攻科における従来の同系列研究 との関連性,

2)外 科処置に関す る詳細とその妥当性,3)観

察方法の選択理由 とその妥当性,4)結 果の解釈

などであった。いずれについても申請者 より適切

な回答が得 られた。同時に論文内容についても訂

正もしくは再検討,写 真の適正配置 と説明補足が

求められ,後 日適正に処理された。本審査委員会は,

本論文が日常の口腔外科臨床における問題点を指

摘 し,改 善へ向けての指針 を示 したことで歯学の

進歩に寄与す るものと評価 し,加 えて申請者の学

識 も学位授与に値すると判断 し合格 と判定 した。
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